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抄　録

　足関節捻挫は、幼少期から頻発するスポーツ外傷であり、受傷や再発の予防が必要である。股関節外転
筋力は高いスポーツパフォーマンスを発揮するために重要な筋力の一つであり、同時に捻挫受傷との関係
が示唆されている。しかし、身体的成長の著しい中学生における捻挫既往者の股関節外転筋力やパフォー
マンスの特徴は明らかにされていない。本研究は、中学生サッカー選手の捻挫既往の有無による股関節外
転筋力やパフォーマンステストの比較と、関連性を明らかにすることを目的とした。兵庫県サッカー協会
に所属する男子中学生のうち、捻挫既往者19名19脚、非捻挫既往者24名48脚を対象とした。捻挫既往群
は1年生6名、2年生6名、3年生7名、非捻挫群は1年生8名、2年生7名、3年生9名であった。等尺性股
関節外転筋力ならびにパフォーマンステスト（side hop test、8 hop test）を測定した。各学年内におけ
る捻挫既往群と非捻挫群で筋力やパフォーマンステストの差を比較した。また各群ごとに筋力とパフォー
マンステストの相関係数を算出した。3年生における股関節外転筋力は捻挫既往群で有意に低値を示した。
筋力とパフォーマンステストの相関では、非捻挫群でside hop testにおいてr=-0.66、8 hop testにおい
てr=-0.50の中等度の負の相関を認め、筋力が大きい選手ほどパフォーマンステストのタイムが早かった。
一方で捻挫群は相関が認められなかった。捻挫既往者はパフォーマンス遂行において、健常者とは異なる
運動戦略を継続しており、身体的成長のピークを過ぎた中学3年生時に筋力差が生じることが示唆された。
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Ⅰ　はじめに

　足関節捻挫は全スポーツ傷害の15~30%を占める最
も発生頻度の高い外傷であり1）、特にサッカーでは足
関節外傷の60~70%といわれている発生頻度の高い外
傷である2）。さらに足関節内反捻挫は再受傷率が非常
に高く、再発性足関節捻挫や、制御や予測のできない
過度な後足部の内反（giving way）、足関節の不安定
感などを生じる慢性足関節不安定症（Chronic Ankle 
Instability：CAI）へと移行していく。そのため、足
関節内反捻挫の受傷予防や再発予防が急務である。
　足関節捻挫既往者の特徴として、股関節外転筋力の
低下が報告されている3）。また、股関節外転筋力の低
下は捻挫受傷の危険因子であると報告されており4）、
足関節捻挫は股関節外転筋力との因果関係が示唆され
る。そのため、足関節内反捻挫の受傷や再発予防のた
めには、股関節外転筋力の強化が必要である。しかし、
多くの先行研究は成人を対象としており、競技人口が
多く足関節捻挫が頻発する未成年を対象とした研究は
ほとんど見当たらない。サッカー選手においては、足
関節捻挫の受傷は小学生から頻発する5）が、足関節捻
挫既往のある未成年の選手の股関節外転筋力が低下し
ているかは明らかにされていない。特に中学生は身長
や筋力などの身体的成長の変化が著しい年代である。
中学生の特性を明らかにすることは、捻挫受傷予防な
らびにスポーツ傷害予防に必要である。
　また、股関節外転筋力は多くのスポーツ種目で基礎
となる片脚でのホップやジャンプ動作などのパフォー
マンスにおいて重要である。捻挫既往者は健常者より
パフォーマンスが低下している報告6, 7）や、健常者と
差がない報告8）など一定の見解は得られていない。し
かし、パフォーマンステストにおいても、足関節捻挫
が頻発する未成年を対象とした研究はほとんど見当た
らない。捻挫と因果関係が示唆される股関節外転筋力
と、パフォーマンステストについて関係性を調べるこ
とは、スポーツを続ける足関節捻挫既往者のパフォー
マンス向上に重要な課題である。
　そこで、本研究では中学生サッカー選手を対象とし、
股関節外転筋力やパフォーマンステストを足関節捻挫
既往者と非既往者で比較することを目的とした。また、
股関節外転筋力とパフォーマンステストの関連性を検
討した。

Ⅱ　方法

　本研究は兵庫医療大学倫理審査委員会の審査・承認
を受け行った（倫理審査承認番号：第18030号）。
　兵庫県サッカー協会に登録するジュニアユースチー
ムに所属する135名中、足関節捻挫についての事前ア
ンケートで有効な回答を得られた81名中、測定が可
能であった43名を対象とした。
　アンケートでは、足関節捻挫の既往を「過去に足関
節内反捻挫により1日以上の安静を必要としたことが
ある」と定義し、初回受傷の時期、受傷回数、現在の
足部不安定感を回答していただいた。初回受傷の時期
の回答は小学1年から現在の学年まで1年ごとに設定
した。受傷回数は1回のみ、2回以上5回未満、5回以
上10回未満、10回以上と設定した。足部不安定感は、
なし、1か月以内にあり、1か月間はないが半年以内
にある、半年以内はないが1年以内にあると設定した。
　捻挫既往群の包含基準は、「過去に足関節内反捻挫
により1日以上の安静を必要としたことがある」と回
答した選手のうち、研究参加時点で通常の練習に参加
している選手とした。なお、これまでの受傷回数や現
在の足部不安定感の有無は問わないものとした。除外
基準はいずれかの下肢に筋骨格系の手術既往を有する
ものとした。
　捻挫既往群は1年生7名7脚、2年生6名6脚、3年生
6名6脚の計19名19脚であった。足関節捻挫既往の無
い、非捻挫群は1年生9名18脚、2年生7名14脚、3年

図1．股関節外転筋力測定
背臥位、股関節内外転0度の開始肢位から大腿骨外側上顆近位部
に徒手筋力計を設置し、固定用ベルトを用いて計測した。
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生8名16脚の計24名48脚であった。なお、捻挫群の
捻挫脚には利き脚と非利き脚が混在していたため、非
捻挫群は利き脚や非利き脚の偏りが生じないように両
脚を比較対象とした。
　測定項目は基本特性、股関節外転筋力、パフォーマ
ンステストとした。
　基本特性は身長、体重、BMI、肥満度を測定した。
肥満度は先行研究9, 10）と同様に算出した。
　股関節外転筋力は等尺性収縮筋力を測定した。背臥
位、股関節内外転0度の開始肢位から大腿骨外側上顆
近位部に徒手筋力計（ANIMA社製μTas F-1）を設
置し、固定用ベルトを用いて4回計測した（図1）。2～
4施行目の平均値を体重で除し、筋力体重比（N/kg）
を算出した。
　パフォーマンステストはSide hop testと8 hop test
を測定した。 Side hop testでは30cm幅を片脚で10
往復する時間（図2a）を、8 hop testでは5m間のコー
ンを片脚で8の字に2周する時間（図2b）を計測した。
各2回ずつ計測し、平均値を算出した。成人における
足関節不安定症では低下しているとの報告があるテス
トを採用した6, 7）。
　基本特性や股関節外転筋力、パフォーマンステスト

の比較は各学年内で群間差を比較した。比較の解析に
はMann-Whitneyの検定を用いた。
　股関節外転筋力とパフォーマンステストの関連性
は、各群ごとにSpearmanの相関係数を用いた。なお、
有意水準は5%とした。

Ⅲ　結果

　アンケート結果より、捻挫既往群の初回受傷の時期
は全例で小学生であった。詳細は小学3年生時が4例、
小学4年生時が8例、小学5年生時が3例、小学6年生
時が4例であった。受傷回数は、1回のみが1例、2回
以上5回未満が11例、5回以上10回未満が5例、10回
以上が2例であった。現在の足部不安定感は、なしが
9例、1か月以内に感じたことがあるが2例、1か月間
はないが半年以内にあるが2例、半年以内はないが1
年以内にあるが6例であった。
　基本特性は、各学年での群間に有意差を認めなかっ
た（表1）。
　股関節外転筋力は、1年生の捻挫既往群（4.56±
0.89N/kg）と非捻挫群（4.25±0.47N/kg）では有意
差を認めなかった。同様に、2年生の股関節外転筋力

表1．対象特性に関するデータ

中学1年生 中学2年生 中学3年生
捻挫既往群

n=7
非捻挫群

n=9
捻挫既往群

n=6
非捻挫群

n=7
捻挫既往群

n=6
非捻挫群

n=8

身長（cm） 155.3±6.29 150.7±6.58 163.5±6.41 164.3±8.92 169.8±4.92 164.1±8.20

体重（kg） 44.0±6.86 42.0±5.79 51.0±8.05 54.4±9.22 57.7±5.43 51.6±8.11

肥満度（%） −2.64±10.28 1.45±6.59 −3.00±7.01 2.69±10.81 −2.37±8.12 −5.84±7.79

BMI（kg/m2） 18.18±2.04 18.43±1.26 18.96±1.77 20.06±2.30 19.98±1.64 19.06±1.70

データは平均値±標準偏差を示す。

図2．パフォーマンステスト
a）side hop test：30cm幅を片脚で10往復する時間を測定した。　　b）8 hop test：5m間のコーンを片脚で8の字に2周する時間を測定した。

b)a)

図2 パフォーマンステスト
a) side hop test：30cm幅を片脚で10往復する時間を測定した．
b) 8 hop test：5m間のコーンを片脚で8の字に2周する時間を測定した．
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は捻挫既往群（4.11±0.62N/kg）と非捻挫群（4.48±
0.79N/kg）に有意差を認めなかった。しかし、3年生
の股関節外転筋力では、捻挫既往群（3.96±0.68N/
kg）は、非捻挫群（4.69±0.48N/kg）に対して有意
に低値を示した（図3）。なお各群とも、学年間の違
いによる股関節外転筋力の有意差は認められなかっ
た。
　パフォーマンステストは、いずれの学年も捻挫既往
群と非捻挫群に有意差を認めなかった（表2、表3）。
　股関節外転筋力とパフォーマンステストの関連性
は、Side hop testにおいて非捻挫群（r=−0.66）に
有意な負の相関を認め、股関節外転筋力が大きい選
手ほど早いタイムを示した。同様に8 hop testでも非
捻挫群（r=−0.50）は有意な負の相関を認め、股関
節外転筋力が大きい選手ほど早いタイムを示した（表
4）。捻挫既往群はいずれのテストも有意な相関は認め
られなかった。

Ⅳ　考察

　本研究の結果から、中学3年生の捻挫既往者は非捻
挫既往者より股関節外転筋力が低いことが示唆され
た。また非捻挫既往者は、股関節外転筋力が大きい選
手ほど、各パフォーマンステストのタイムが早い傾
向を示したが、捻挫既往者では同様の傾向が得られな

かった。
　股関節外転筋力は、スポーツにおける着地動作や切
り替えし動作などで用いられることが多く、同時にス
ポーツ傷害予防にとって重要とされる。成人の足関節
捻挫既往者のパフォーマンスに関する先行研究では、
カッティング動作時に股関節外転角度の低下や、股関
節・膝関節屈曲角度の増加など、運動戦略が変化する
ことが報告されている11）。また、足関節不安定性を有
する成人サッカー選手を対象とした先行研究では、着
地動作時の中殿筋筋活動の低下や遅延などが報告さ
れている12）。本研究における捻挫既往のある中学生
は、非捻挫群では関連性があった股関節外転筋力とパ
フォーマンステストに関連性がなかった。しかし、捻
挫既往群と非捻挫群で各パフォーマンステストのタイ
ムに有意差はなかった。これらのことから、捻挫既往
のある選手は、なんらかの異なる運動戦略や代償動作
を用いたり、不安定な状態なままプレーを遂行するこ
とで非捻挫既往者と同等のタイムを出していることが
考えられる。本研究では、パフォーマンステスト時の
下肢関節角度の検討をしていないため、どのような戦
略をとったかは言及できないので今後の検討課題であ
る。また、11歳から16歳の下肢既往歴のない成長期
男児におけるストップや着地時の下肢関節運動を検討
した先行研究では、パフォーマンス時の下肢関節運動
は年齢にかかわらずほぼ一定であることが報告されて
いる13）。先行研究に示されている運動戦略の変化や股
関節外転筋活動の低下は、中学生も同様に生じている
可能性があり、捻挫既往のある中学生は健常とは異な
る運動戦略を継続する可能性が考えられる。

表2．Side hop testの比較

捻挫既往群（秒） 非捻挫群（秒）

1年生 8.40±0.75 8.87±1.03

2年生 8.67±0.63 8.40±0.51

3年生 8.64±1.09 8.15±0.75

データは平均値±標準偏差を示す。

表4．パフォーマンステストと筋力の関連性

捻挫既往群 非捻挫群

Side hop test 8 hop test Side hop test 8 hop test

股関節
外転筋力 −0.08 0.11 −0.66* −0.50*

数値は相関係数を示す。
*：p<0.05

表3．8 hop testの比較

捻挫既往群（秒） 非捻挫群（秒）

1年生 11.60±0.50 11.43±0.45

2年生 11.46±0.63 11.62±0.64

3年生 10.85±0.74 11.22±0.75

データは平均値±標準偏差を示す。

図3．股関節外転筋力の比較
データは平均値±標準偏差を示す。
*：p＜0.05
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図3 股関節外転筋力の比較
データは平均値±標準偏差を示す．
*：p<0.05
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　筋力の比較では、1年生や2年生の群間差は認めら
れなかったが、3年生の股関節外転筋力は捻挫既往群
が非捻挫群に比べ有意に低値を示した。本研究の対象
である中学生は成長期であり、身長や体重、筋力が増
加する時期である。日本人の身体成長のピーク（Peak 
Height Velocity：PHV）は13.1歳頃であり、筋量・
筋力の増加のピークはPHVから約3か月～半年後と
言われている11）。日本人中学生サッカー選手を対象
とした研究では、中学3年生はPHVからの経過年数
が1.46±0.90年と報告されており、筋力増加のピーク
は過ぎている14）。また、前述したように捻挫既往者は
股関節外転筋力とパフォーマンステストに関連性がな
く、適切に用いられていない可能性が考えられる。筋
力が増加していく成長期の間、股関節外転筋力を用い
ないことは、3年生にのみ股関節外転筋力の低下が生
じていることの一因である可能性が考えられる。
　本研究の限界として、今回の捻挫群が医師に診断さ
れたものではなく、本人の記憶に基づくアンケート回
答により判断したものであり、回答内容の信頼性が乏
しいことが考えられる。本研究の捻挫既往群の中には、
捻挫を繰り返さない選手（coper）や慢性足関節不安
定症が混在している可能性がある。他に、本研究は横
断的調査であり、捻挫既往のある選手が筋力低下して
いく過程を追えていないことや、各選手が身体成長期
のどの段階にあるかを把握できていないことが本研究
の限界として挙げられる。
　今後は、縦断的に研究を行い筋力の変化の過程を追
うことや、他の下肢筋群とパフォーマンステストとの
関連性、中学生捻挫既往者の運動戦略の分析などを課
題として検討していきたい。
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